
経 済 経 営 研 究 所 2017年 ( 平成 �� 年 )  11月 6日 (月 ) 1013 版第 2017 号©経済経営研究所 2017 ( 日刊）

紙
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原紙にみる彦根高商報道
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第Ⅲ期展示
〈1934 年 1 月～ 1937 年 12 月発行分〉

ごあいさつ

　滋賀大学経済学部の母体となった彦根高
等商業学校（彦根高商。1923 年～ 1944 年）
では、研究や教育に活用するため、同時代
の新聞を収集していました。それらのなか
には『大阪朝日新聞』や『大阪毎日新聞』
などがあり、現在、滋賀大学経済経営研究
所で保管されています。
　『大阪朝日新聞』と『大阪毎日新聞』には
滋賀についての情報をあつめた紙面があり、
1928 年～ 1937 年の原紙については、滋賀
県にある公立図書館での所蔵はなく、本研
究所にのみ保管されています。
　そこで今回、滋賀県内ではあまりみること
ができない、新聞原紙に掲載された彦根高
商をめぐる記事を3期にわけて展示します。
　おおよそ 80～ 90 年前の滋賀の人々が読
んだ新聞原紙をとおして、彦根高商の様子
をみてみましょう。 
　　　　　　　　　　　　　2017年8月

しんぶん紙  ―第Ⅲ期の概要―

　第Ⅲ期は 1934 年～ 1937 年の新聞原紙
を展示しています。展示している新聞原紙
には日焼けや傷み、調査に活用された跡が
残っています。そのような新聞原紙のもつ
歴史を彦根高商の報道とあわせてご覧くだ
さい。 
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※彦根高商卒業アルバムの写真はすべて滋賀大学経済経営研究所デジタルアーカイブです。

発行

今
井
綾
乃

監修・編集

IⅡⅢ

滋
賀
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程

(                            )



経 済 経 営 研 究 所 2018年 ( 平成 �� 年 )  2月 1日 (木 ) 213 版第 2018 号©経済経営研究所 2018 ( 日刊）

【しんぶんから知る ① 】
　1937 年 5 月、彦根高商の講堂でヘレン・ケラーが講演を行いま

した。記事によると、1,200 名もの人々がヘレン・ケラーの話を聞

くために彦根高商の講堂に集まりました。彼女は聴衆に「闇に苦し

む人々へ永遠の門戸を開放し光りと救ひの手を差しのべて戴きた

い」と訴えました。

　 ヘレン・ケラーは生後 18 か月のときに高熱が原因で視力と聴力

を失いました。彼女はアン・マンスフィールド・サリバンのもとで

手話と点字を学び、その後、世界各地で障害をもつ人々の福祉や教

育の発展に尽くしました。
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く
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た
め
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よ
き
蔭
を
与
え
よ

〝
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
だ
！
〟
七
日
午
後
零
時
十
二
分

下
り
列
車
の
彦
根
駅
着
で
湖
国
へ
の
第
一
歩
を
印
し
た
三

重
苦
の
聖
女
を
へ
迎
て
感
激
の
興
奮
が
沸
い
た
、
駅
頭
に

は
矢
野
高
商
校
長
、
山
本
彦
根
盲
学
校
長
、
市
長
代
理

大
寄
市
教
育
課
長
ら
多
数
の
出
迎
を
受
て
岩
橋
武
夫
氏

並
び
に
ト
ム
ソ
ン
嬢
に
伴
わ
れ
た
女
史
は
日
米
国
旗
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交

叉
す
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高
商
自
動
車
で
ま
づ
港
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彦
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盲
学
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訪
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ち
滋
賀
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盲
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通
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湖
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生
ん
だ
英
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井
伊
大
老
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石
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一
尺
五
寸
の
石
膏
に
彫
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衣
冠
束
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史
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『大阪毎日新聞』「滋賀版」13 面　1937 年 5 月 8 日　
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▲『芳名録』ヘレン・ケラー直筆のサイン
　（滋賀大学経済学部蔵）

▲ヘレン・ケラー講演会に関する書類（滋賀大学経済学部蔵）

◀「ヘレン・ケラー博士日満講演日程表」（滋賀大学経済学部蔵）
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　本コーナーでは彦根高商に関する3つの新聞記事をご紹介します。
1つ目は、本学彦根キャンパスに現存する陵水会館についての記事で
す。陵水会館は彦根高商の同窓会館として卒業生などの寄附で建てら
れました。設計者は建築家ウィリアム・メレル・ヴォーリズです。彼
は日本で多くの西洋建築を手掛けながら、キリスト教伝道とその主義
に基づく事業を展開しました。また、メンソレータムを広く日本に普
及させた実業家でもありました。
　2つ目は、文部省が生徒の風紀を取締るため、カフェへの出入禁止

を彦根高商などの教育機関に言い渡したという記事です。しかし、彦
根高商の卒業アルバムにはカフェへ出入りしている生徒の姿が収めら
れています。
　3つ目の記事からは、戦時色を帯びた彦根高商の様子を捉えること
ができます。彦根高商は戦争に関する展覧会を開催したり、慰問金を
集めたりしました。また、彦根高商の校長を務めていた矢野は彦根市
内の戦死者の遺族を慰問しました。 

【しんぶんから知る ②  】
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▲彦根高商卒業アルバム『11- 皇紀弐千六百年 SOUVENIR』

▲「陵水会館設計図」（陵水会蔵） （表） （裏）
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で
は
昭
和
十
三
年
を
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て
創
立
満
十
五
周
年
を
迎
え
る
の
で

記
念
事
業
と
し
て
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友
が

「
わ
れ

ら
の
母
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」
の
た
め
工
費
三
万
円
で

校
内
に
陵
水
会
館
を
建
設
し
陵
水

会
本
部
事
務
所
並
び
に
ク
ラ
ブ
、

宿

泊

所
、
研

究

室
、
図

書

館
、

大
ホ
ー
ル
に
充
て
る
計
画
で
財
源
は

二
千
四
百
の
会
員
の
寄
附
醵
金
に

俟
つ
こ
と
に
な
り
更
に
こ
の
際
同
校

の
開
校
沿
革
史
の
編
纂
を
計
画
し

来
る
五
日
午
後
一
時
か
ら
同
校
会

議
室
で
平
塚
彦
根
町
長
お
よ
び
渡

邊
町
会
議
長
そ
の
他
二
、
三
の
関

係
者
を
招
待
し
座
談
会
を
催
し
、

学
校
の
誘
致
と
当
時
の
争
奪
運
動
の

物
語
り
を
記
録
し
大
い
に
彦
根
高

商
の
創
立
歴
史
を
宣
揚
す
る
意
気

込
み
で
あ
る
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▲『同窓会館建設基金 関係書類』（陵水会蔵）

▲同窓会館の建設費に関する書簡（大分高商から彦根
　高商へ）（陵水会蔵）

▲彦根高商が収集した他校の同窓会館や建築物の資料（陵水会蔵）

▲彦根高商が収集した大分高商 上野ヶ丘会館の図面（陵水会蔵）

▲山口高商 鳳陽会館の写真（陵水会蔵）

　彦根高商は陵水会館を

建設するにあたり、参考

として他校の同窓会館を

はじめとする様々な建築

物の写真や設計図などを

収集していたと考えられ

ます。 
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補足①
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ヴォーリズ建築事務所から
彦根高商に届いた陵水会館
の設計図（陵水会蔵）
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学
生
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出
入
を
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禁

　
　

 　

彦
根
高
商
で
も
実
施

▲彦根高商卒業アルバム『09-SOUVENIR 2597』

◀彦根高商卒業アルバム『11- 皇紀弐千六百年 SOUVENIR』

文
部
省
で
は
学
生
の
風
紀
取
締
り
の

徹
底
を
期
す
る
た
め
全
国
直
轄
学
校

学
生
の
遊
郭
お
よ
び
カ
フ
ェ
ー
出
入

り
を
厳
禁
し
、
今
回
彦
根
高
商
校
へ

も
そ
の
お
布
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
と

も
に
彦
根
署
は
じ
め
各
警
察
署
は
今

後
学
生
を
遊
興
さ
せ
た
遊
郭
貸
座

敷
業
者
は
も
ち
ろ
ん
カ
フ
ェ
ー
そ
の

他
を
容
赦
な
く
厳
罰
に
処
す
る
こ
と

に
な
っ
た

矢
野
校
長
談　
彦
根
に
は
女

給
の
い
な
い
カ
フ
ェ
ー
の
な
い
の
は
遺

憾
だ
、
金
沢
に
は
女
給
の

い
な
い
相
当
な
カ
フ
ェ
ー
が

あ
っ
て
学
校
が
応
援
し
て
い

る
た
め
す
ば
ら
し
く
繁
昌

し
て
い
る
彦
根
に
も
女
給

を
お
か
ぬ
カ
フ
ェ
ー
が
あ
れ

ば
学
校
が
応
援
し
て
も
よ

い
と
思
っ
て
い
る
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光
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　1934年～1937年の『大

阪朝日新聞』と『大阪毎日

新聞』の滋賀版が大きく報

じた出来事の１つに彦根市

の誕生があります。彦根市

政は複数の町と村が合併し、

1937年2月に始まりました。 

補足②

▲『大阪朝日新聞』「滋賀版」5面　1937 年 2月 11 日　

▲『大阪毎日新聞』「滋賀版」13 面　1937 年 3月 2日　

新
〝
彦
根
市
〞
に
対
す
る

希
望
、
抱
負
を
聴
く

待
望
の
彦
根
市
が
い

よ
い
よ
生
れ
出
た
こ
と

は
誠
に
喜
び
に
た
え

な
い
、
市
民
と
共
に

大
い
に
祝
し
こ
の
際

二
、
三
希
望
を
述
べ

る
な
ら
ば
ま
づ
彦
根

城
を
中
心
と
し
て
多
賀
、
醒
ヶ
井
、
竹
生
島
、
多

景
島
等
を
つ
な
ぐ
観
光
施
設
を
行
え
ば
相
当
多
く

の
人
を
引
附
け
る
で
あ
ろ
う
。
経
費
の
問
題
が
あ

る
か
ら
急
速
に
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
が
開
国
の
偉

人
井
伊
大
老
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
歴
史

博
物
館
の
よ
う
の
も
の
が
出
来
れ
ば
彦
根
の
名
所
と

な
り
、
た
め
に
彦
根
が
多
く
の
人
か
ら
目
を
つ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
老
の
旧
跡
保

存
な
ど
も
今
か
ら
考
え
て
置
く
必
要
が
あ
り
は
せ

ぬ
か
と
思
う
、
彦
根
を
中
心
と
す
る
環
境
は
日
本

精
神
発
揚
の
貴
重
な
資
料
に
充
ち
て
い
る
こ
と
を
思

う
と
こ
の
宝
を
世
に
現
す
こ
と
は
大
い
に
意
義
が
あ

る
と
思
う
、
一
方
教
育
の
点
か
ら
考
察
す
る
と
教

育
都
市
と
し
て
の
施
設
、
す
な
わ
ち
各
種
の
学
校

が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
彦
根
が
他
に
誇
る
に
た
る

都
市
で
あ
る
と
い
え
る
、
ま
た
彦
根
に
今
少
し
対

外
的
の
自
慢
の
出
来
る
名
物
が
ほ
し
い
、
新
市
会

議
員
に
は
明
朗
な
る
市
政
を
も
の
す
る
立
派
な
も

の
を
選
ん
で
わ
が
彦
根
市
を
名
実
兼
備
の
都
市
と

し
た
い
も
の
だ

移

動

座

談

会

移

動

座

談

会

経 済 経 営 研 究 所2018年 ( 平成 �� 年 )  2月 1日 (木 )7 13 版 第 2018 号 ©経済経営研究所 2018 ( 日刊）

金亀城下に固し

銃後の二人男
一
市
二
郡
・
県
境
ま
で

　
　

テ
ク
る
弔
問
記
録

　
　
　

紋
服
の
堀
部
市
会
副
議
長

堀
部
彦
根
市
会
副
議
長
は
彦
根
駅
に
お
け
る
犒
車
、
傷
病
兵

の
慰
問
、
遺
骨
の
送
迎
等
々
烏
の
啼
か
ぬ
日
は
あ
っ
て
も
堀
部

副
議
長
の
紋
服
姿
の
見
え
ぬ
日
は
な
い
と
そ
れ
ほ
ど
有
名
に
な
っ

て
い
る
が
さ
ら
に
最
近
は
彦
根
市
を
中
心
に
犬
上
、
阪
田
両
郡

の
戦
死
者
と
聞
け
ば

彦
根
城
下
に
咲
い
た
銃
後
の
感
激
美
談
二
つ—

そ
の
一

雨の日
風の夜

夫
人
同
伴
で

　
　
　

矢
野
校
長
の
赤
誠

例
の
紋
服
で　

し
か
も
往
復
八
、
九
里
に
も
お
よ
ぶ

江
濃
国
境
、
犬
上
郡
大
滝
、
芹
谷

の
山
奥
を
も
遠
し
と
せ
ず
、
テ
ク
テ

ク
と
歩
い
て
遺
族
を
慰
問
し
、
佛
前

に
額
い
て
護
国
の
花
と
散
っ
た
勇
士
の

冥
福
を
祈
っ
て
い
る
と
い
う
銃
後
の
美

談
は
評
判
と
な
っ
て
各
方
面
に
感
動

を
与
え
て
い
る
当
の
堀
部
副
議
長
は

〝
銃
後
の
わ
れ
わ
れ
と
し
て
当
然
の

義
務
で
す
、
感
心
で
も
な
ん
で
も
あ

り
ま
せ
ん
〟
ど
こ
と
も
な
げ
に
い
い

放
っ
て
い
る

そ
の
二

矢
野
彦
根
高
商
校
長
も
ま
た
夫
人
同
道
風
の
日
、
雨
の
夜
の
厭
い
な
く
彦
根

駅
に
出
張
つ　
て
犒
車
に
、
傷
病
兵
の
慰
問
に
さ
て
は
遺
骨
送
迎
等
の

ほ
か
彦
根
市
内
戦
死
者
の
遺
族
を
訪
ね
て
慰
問
す
る
な
ど
銃
後
の
赤
誠
を
さ

さ
げ
て
校
内
は
も
と
よ
り
一
般
市
民
感
激
の
的
と
な
っ
て
い
る

矢
野
校
長
の
こ
う
し
た
赤
誠
は
つ
い
に

戦
死
勇
士
の　
冥
福
を
祈
り
一
方
外
部
的
に
は
時
局
講
演
会
あ
る
い
は

事
変
関
係
の
展
覧
会
な
ど
を
開
催
し
て
非
常
時
日
本
を
一
般
に
呼
び
か
け
る

と
同
時
に
国
体
観
念
の
認
識
強
調
に
つ
と
め
て
い
る
な
ど
全
く
校
長
感
化
の

現
れ
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

◀日章旗（陵水会蔵）

全
校
生
徒
を　
感
動
せ
し
め
て
各
生
徒
は
ま
っ
た
く
自
発
的
に
小
遣
銭

を
節
約
し
て
皇
軍
慰
問
金
と
し
て
あ
る
い
は
弔
慰
金
と
し
て
贈
り
さ
ら
に
内
部

に
あ
っ
て
は
文
部
省
で
出
し
て
い
る
〝
国
体
の
本
義
〟
を
そ
れ
ぞ
れ
購
入
し
て

わ
が
国
体
観
念
の
認
識
に
つ
と
め
、
さ
ら
に
毎
月
二
十
日
を
粗
食
デ
ー
と
定

め
て
こ
の
日
は
漬
物
だ
け
で
食
事
を
い
た
だ
き
皇
軍
の
労
苦
を
し
の
び
、
晩
餐

後
一
分
間
黙
祷
し
て
皇
軍
将
士
の
武
運
長
久
と

『
大
阪
毎
日
新
聞
』「
滋
賀
版
」　

１
９
３
７
年
12
月
22
日　

矢野校長 堀部副議長
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　ここでは、いままで滋賀で流通した新聞の歴史を紹介します。し
ばしば、滋賀は地方新聞が根付かないところといわれています。い
くつもの地方新聞が創刊、廃刊、統合されていった様子を「滋賀の
新聞展開図」から捉えることができます。
　『大阪朝日新聞』には 1925年 4月から「京都滋賀版」という紙面が、
『大阪毎日新聞』には 1894 年 4 月から「京都滋賀附録」という紙

面がみられるようになりました。それらは滋賀の出来事にも焦点を
あわせ報道する紙面であり、現在、わたしたちのみる「滋賀版」に
続いていると考えられます。

【しんぶん史 －新聞展開図－】

※新聞紙名①と②は異なる。
現在も発行されている新聞

1922年彦根高等商業学校創立     学校と改称 1949年5月滋賀大学創立

参考文献

湖南日報

淡海民報

江州商業新報

江州公論

滋賀朝日

淡海時報

滋賀民声

新江州新聞

滋賀日報②

近江新聞

琵琶湖新聞 1873年3月創刊●●1875年7月休刊、同年12月廃刊

滋賀新聞 （木版）1872年10月創刊● ●1881年2月休刊のち廃刊

淡海新報 1878年4月創刊● ●1881年廃刊

淡海日報 1881年2月創刊● 同年5月『江越日報』と改称

江越日報 1881年5月創刊● ●1882年12月廃刊

近江共同新聞 1884年6月創刊● ●1888年5月廃刊

ささ浪新聞 1888年4月創刊● ●?年廃刊

近江新報 1890年2月創刊●　●?年廃刊

京都滋賀新報 1882年8月のち『中外電報』と改称、さらに『日出新聞』と改称

滋賀日出新聞 1904～05年頃創刊● ●?年廃刊

滋賀日報 1904～05年頃創刊● ●?年廃刊

長等新報 1904～05年頃創刊● ●?年廃刊

近江新報 1889年2月創刊● ●1939年8月廃刊

江州日日新聞 1921年11月創刊●●1940年8月新聞統合で『近江 　　　 日日新聞』に

日刊大津新聞 ?年創刊●●1940年8月新聞統合で『近江 　 　　日日新聞』に

滋賀日日通信 ?年創刊●●1940年8月新聞統合で『近江 　 　　日日新聞』に

滋賀日出新聞 ?年創刊●●1940年8月新聞統合で『近江 　 　　日日新聞』に

近江日日新聞 ?年創刊● ●1939年8月廃刊 1940年　　　　月新聞統合で再発足　 1942年8月廃刊

近江同盟新聞 ?年創刊●1942年8月第2次新聞統　　合 1954年10月創刊●

滋賀新聞 ●1955年5月停刊

滋賀日日新聞 1951年創刊● 1955年9月『滋賀新聞』改題 『滋賀日日新聞』に 1956年3月停刊のち復刊 ●1979年3月休刊

京都新聞（滋賀版）1942年『京都日日新聞』と『　  　　 京都日出新聞』を合併　同年4月大津支局設立 1948年9月大津支社設立 1969年4月滋賀総局設立

大阪朝日新聞（滋賀版） 1925年4月『京都滋賀版』 1927年10月『滋賀版』独立1940年9月より『朝日    　　 新聞』に 1942年7月大津支局設立

大阪毎日新聞（滋賀版） 1894年4月『京都滋賀付録』 1930年10月『滋賀版』 立　　1943年1月より『毎日新聞』と改称

中部日本新聞（滋賀版）1942年9月大津支局設立  　　1964年12月、1965年1月より『中日新聞』と改称

大阪時事新報1940年6月大津支局設立     　　 45年『サンケイ新聞』と改称

 湖東報知新聞 1951年1月創刊● ●1973年12月廃刊

 滋賀毎日新聞 1951年9月創刊●

滋賀時事新報 1956年2月創刊●

彦根日報 1957年11月創刊● ●?年廃刊

近江毎夕新聞 1929年?月創刊● ●2016年12月廃刊

滋賀タイムス 1951年6月創刊● ●『滋賀日日新聞』に改組

滋賀報知新聞 1954年8月創刊●

朝日新聞（滋賀版） 1940年9月創刊●

毎日新聞（滋賀版） 1943年1月創刊●

読売新聞（滋賀版）1946年4月大津　　　　　　　     立　1949年4月大津支局設立●

サンケイ新聞のち 産経新聞（滋賀版）

中日新聞（滋賀版） 1965年1月創刊●

しが彦根新聞 1985年4月創刊●

滋賀夕刊新聞 1959年9月創刊●

彦根タイムス 1976年12月創刊●

彦根文化新聞 1974年5月創刊●

●?年廃刊

●?年廃刊

●?年廃刊

『滋賀県史』昭和編第1巻概説編（1986年8月1日） 滋賀県発行

『滋賀県史』昭和編第6巻教育文化編（1985年5月30日） 滋賀県発行

『新修大津市史』5近代（1982年7月18日）大津市役所発行

『新修彦根市史』第4巻通史編現代（2015年1月31日）彦根市発行 

『彦根市史』下冊（1964年3月30日）彦根市役所発行

『毎日新聞百年史』（1972年2月21日）毎日新聞社発行

『朝日新聞社史』資料編（1995年1月25日）朝日新聞社    　 　 発行
　
「朝日新聞（大阪）マイクロフィルム」大阪朝日新聞京都     　 　　付録、京都滋賀版、滋賀版 

『読売新聞百年史』資料・年表（1976年11月2日）読売新聞社発行

『中日新聞創業百年史』（1987年8月28日）中日新聞社発行

●1942年8月『近江日日新聞』　　　　と『近江同盟』を吸収して創刊
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1923年彦根高等商業学校開校 1944年4月彦根経済専門

参考文献

湖南日報

淡海民報

江州商業新報

琵琶湖新聞 1873年3月創刊● ●1875年7月休刊、同年12月廃刊

滋賀新聞 （木版）1872年10月創刊● ●1881年2月休刊のち廃刊

淡海新報 1878年4月創刊● ●1881年廃刊

淡海日報 1881年2月創刊● 同年5月『江越日報』と改称

江越日報 1881年5月創刊●●1882年12月廃刊

近江共同新聞 1884年6月創刊● ●1888年5月廃刊

ささ浪新聞 1888年4月創刊● ●?年廃刊

京都滋賀新報 1882年8月のち『中外電報』と改称、さらに『日出新聞』と改称

滋賀日出新聞① 1904～05年頃創刊● ●?年廃刊

滋賀日報① 1904～05年頃創刊● ●?年廃刊

長等新報 1904～05年頃創刊● ●?年廃刊

近江新報 1889年2月創刊● ●1939年8月廃刊

江州日日新聞 1921年11月創刊● ●1940年8月新聞統合で『近江　

日刊大津新聞 ?年創刊● ●1940年8月新聞統合で『近江　

滋賀日日通信 ?年創刊● ●1940年8月新聞統合で『近江　

滋賀日出新聞② ?年創刊● ●1940年8月新聞統合で『近江　

近江日日新聞 ?年創刊● ●1939年8月廃刊●●1940年8　　

近江同盟新聞 ?年創刊● 1942年8月第2次新聞統合

滋賀新聞 ●1942年8月『近江日日新聞』　

京都新聞（滋賀版） 1942年『京都日日新聞』と『　 

大阪朝日新聞（滋賀版） 1925年4月1日「京都滋賀版」 1927年10月「滋賀版」独立 1940年9月より『朝日　

大阪毎日新聞（滋賀版） 1894年4月20日「京都滋賀付録」 1930年10月「滋賀版」 1940年6月大津支局設 　

中部日本新聞（滋賀版） 1942年9月大津支局設立　　　

大阪時事新報 1940年6月大津支局設立 19　

近江毎夕新聞 1929年?月創刊●

朝日新聞（滋賀版） 1940年9月創刊●

毎日新聞（滋賀版） 1943年1月創刊●

読売新聞（滋賀版） 1946年4月大津通信部設　

サンケイ新聞のち 産経新聞（滋賀版） 1945年?月創刊●

『滋賀県史』昭和編第1巻概説編（1986年8月1日） 滋賀県発行

『滋賀県史』昭和編第6巻教育文化編（1985年5月30日） 滋賀県発行

『新修大津市史』第5巻近代（1982年7月18日）大津市役所発行

『新修彦根市史』第4巻通史編現代（2015年1月31日）彦根市発行 

『彦根市史』下冊（1964年3月30日）彦根市役所発行

『毎日新聞百年史』（1972年2月21日）毎日新聞社発行

『朝日新聞社史』資料編（1995年1月25日）朝日新聞社  　

「朝日新聞（大阪）マイクロフィルム」大阪朝日新聞京都 　




